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口底癌由来の KB 株細胞を用いて紫外線照射した HVJ により 3 つの方法(浮遊状，単層状と浮遊
状の組合わせ， 単層状)で細胞融合を行った。 3H-チミジンを使った Au toradiogra phy により融合
細胞の DNA 合成能および核の DNA 合成;HJ] (S 期)と DNA 合成間期 (G期)の分布をみた。顕微
鏡写真及び染色標本から多核細胞の分裂および progeny 形成を検討した。
1. 融合直後の多核細胞の核の G期と S 期の分布は， 3Hーチミジン puls-label で S 期の細胞を label
してから融合させて調べた。 HVJ 非処理及び処理の 1 核細胞から nCrpn (1 _p)トT の計算式より理
論値を求めて観察値と比較した。観察値は理論値によく一致した。即ち細胞世代周期jの相に関係なく
random!乙融合するととを示す。顕微鏡写真観察より分裂期の細胞も融合することを示した。融合直
後には違った相の核を持つ多核細胞が作られる。 HVJ 処理細胞の培養は 20%の牛血清を含む Eagle
(M.E.M.) 培地で容易で， ガラス面によく固着し， 3Hーチミジンの長時間 label で 1 核および多核細
胞いずれも殆んど全ての核が DNA 合成能を持つことを示した。
2. 融合細胞を培養したのち 3H-チミジンの puls-label を行って多核細胞中の核の G~)J と S 1ÞJ の




3. 融合細胞に過剰チミジンによる同調化を行なってその世代周期をみた。最終濃度 2mM のチミ
ジンを加えて DNA 合成を止め，チミジン除去後の多核細胞の DNA 合成期を時間的に追った。核の
G期と S 期の分布より核数の少ないものでは G (G1) 期から S 期及び S 期から G (G2) 期への進行が




4. 最も条件の良いと思われる最少核数の多核細胞即ち 2 核細胞に於いて分裂の観察を行なった。
2 核細胞の頻度が多くかっ同調細胞の融合で大体の分裂時間を知るために，寺島法で分裂期の細胞を
集めその娘細胞を融合させて 2 核細胞を得た。 2 核細胞に於いても 1 核細胞とほぼ同時間， 即ち，
G1 期の融合の場合は約20時間後， G2 期の場合は12時間以内に分裂期に入り，多くは 2 極分裂を示し
て親細胞より大きい同大の 2 個の 1 核娘細胞に分れ， 1 部は 3 極分裂を示して大小のあったり核数の
異る 2 個又は 3 個の娘細胞に分れた。染色標本の cell colony から分裂頻度をみると， 1 核細胞 (HVJ
非処理及び処理)の 1 個から 2 個および 2 個から 4 個に進むのは50%から97% ， 2 核細胞から 2 個の
娘細胞へは79%から 89泌を示し 1 分裂目に於いては 1 核細胞とほぼ同頻度を示した。 2 分裂目の頻度
は 2 核細胞では少し低い様である。 2 核細胞由来の progeny は 1 週間後に 10- 1以上の頻度で形成され
2 極分裂を示したものからが最も多くみられた。その progeny は親細胞より大きく ploidy の高い 1
核細胞からなる。途中で 3 極分裂を示した 2 核細胞からはいろいろな大きさの細胞からなる progeny
が形成される。初回分裂までに時間を要したものや 3 極以上等の異常分裂を示したもの及び 3 核以上
の細胞は多くは 1 分裂後に変性した。以上の結果は HVJ ~とより核の相の合った 2 核細胞から高頻度
に細胞の雑種のとれる可能性を示し， またいろいろな ploidy の細胞の取れる可能性は細胞遺伝学の
研究手段として役立つものと思われる。
〔総括〉
1. HVJ による細胞の融合は世代周期の相に関係なく random に起り，分裂期の細胞も融合し違
った相の核をもっ多核細胞が生じる。紫外線照射 HVJ で処理した細胞は容易に培・養されガラス面に
よく固着し DNA 合成能は対照と同様に旺盛である。
2. 培長すると融合多核細胞中の核の DNA 合成主Ijが同調化する。更に G1 JVJ から S 期から G2 期へ
の移行がみられる。これらの傾向は核数が少いほど明瞭である。
3. HVJ で融合した 2 核細胞は l 核細胞とほぼ同時間で分裂JJJjに入り， 多くは 2 極分裂から大き
い同大の 1 核の 2 娘細胞を生じ， 1 部は 3 極その他の異常分裂から大小又は核数の具る娘細胞を生じ
る。
4. 娘細胞を HVJ で融合した 2 核細胞は 1 核細胞とほぼ同頻度で分裂し，娘細胞から更に分裂増
殖して 10- 1 以上の頻度で progeny を形成する。 2 核細胞由来の progeny は 2 極分裂からが多く，





代周期の同調化が起り， 略々もとの 1 核細胞と同様に娘細胞に至る条件があることを定量的に示し
た。この結果は HVJ による細胞融合の新生面を聞くと共に，細胞制御機構或は雑種細胞の研究の基
礎となり従る貴重なものであると考える。
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